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第2回PET核医学ワークショップ

司会の言葉

小西淳二（京都大学医学部核医学科）

井戸達雄（東北大学サイクロトロンRIセンター）

　PET核医学ワーキンググループでは昨年に引き

続き，「PET核医学ワークショップ」を日本アイソ

トープ協会サイクロトロン核医学利用専門委員会

との共催で開催いたします．このワーキンググ

ループは一昨年に設置されたPET核医学委員会か

ら移行したものですが，その目的はPETに関連し

た核医学の振興とPETの臨床応用の推進にありま

す．具体的には，①PET施設問の情報交換と技術

交流，②PETサマーセミナー等の関連研究会との

連携，③PET検査プロトコールの検討，④多施設

共同研究の推進，⑤保険適用の拡大などを検討課

題としています．

　昨年は150ガスを用いるPET検査の保険適用が

実現した画期的な年でした．本ワークショップで

は，その後の1年間の歩みを振り返るとともに，

今後の課題を会員の皆様とともに討議したいと思

います．

　まず最初に150ガス剤によるPET検査の状況に

ついて，全国調査の結果を桑原先生にお話してい

ただきます．

　続いて，多施設共同研究で心臓のPET検査にお

ける標準プロトコールの検討を行っている「心臓

PET勉強会」の成果を飯田先生から報告していただ

きます．

　最後に，臨床PET検査の普及に向けての日本ア

イソトープ協会の活動状況を小西が報告いたしま

す．

　このワークショップの目的はPET施設問の情報

交換に止まらず，これからPETを導入しようと考

えておられる方々にも役立つ，実際的な情報を提

供することにあります．多くの会員のご参加によ

り，実りあるワークショップとなることを願って

います．
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